


危機管理対策

地震や大雨等の自然災害をはじめ，新型インフルエンザ，感染症，更に大規模事故やテロなど，多

数の市民の生命，身体又は財産に重大な被害が生じ，又は，生じるおそれがある緊急の事態に迅速か

つ的確に対応し，被害の発生防止及び軽減を図るため，危機管理体制を構築しています。

国民保護計画

□万一の武力攻撃や大規模テロ等から国民の生命，身体及び財産を保護することを「国民保護」と

いいます。

□ ｢国民保護計画」は，武力攻撃や大規模テロ等に際して，迅速かつ的確に国民保護に関する措置を

行うため，避難や救援に関する事項，平素から備えておくべき事項などについて定めておくもの

です。

□京都市国民保護計画

国民保護法(平成16年 9 月施行)や京都府国民保護計画などに基づいて策定しました。この計画

では，京都市の地理的・社会的特徴を考慮し，基本的人権の尊重や要配慮者等への支援をはじめ

とする国民保護措置に関する基本方針を定めています。

防災対策

平成 7年 1 月17日午前 5時46分に発生した兵庫県

南部地震(阪神・淡路大震災)は，昭和23年に気象庁

が震度階級を制定以降初めての震度 7という地震で

あり，阪神・淡路地方を中心に死者6,434名，住家

全半壊25万棟という大きな被害をもたらしました。

さらに，平成23年 3月11日午後 2時46分に発生した

東日本大震災(東北地方太平洋沖地震)(震央は三陸沖

130km 付近で震源の深さ約24km，マグニチュード

9.0)は最大震度 7，広範囲に発生した津波により，
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京都市の防災危機管理体制



東日本の非常に広い地域に死者19,418名，行方不明2,592名，住宅の全半壊約400,000棟(被害状況は平

成28年 3 月 1 日 (総務省消防庁発表)) という，私たちがかつて経験したことのない大きな被害をもた

らしました。

この大震災を新たな教訓として，これまで取り組んできた本市の防災対策を見直す防災対策総点検

を実施しました。その結果，130項目を超える提言を受け，更なる防災対策の強化に取り組んでいます。

京都市地域防災計画

京都市地域防災計画は，災害対策基本法第42条の規定に基づき市民の生命，身体及び財産を災害

から守るため，京都市防災会議で策定しています。

この計画は，災害の防止と被害の軽減に向けた総合的な防災対策をまとめたもので，災害時にお

ける行政と市民の役割を明らかにし，地震災害をはじめ，台風や大雨など各種の災害に備えた計画

としています。

本市が防災対策を進める基本理念として，自助(セルフサポート)，共助(コミュニティサポート)，

公助(パブリックサポート)の役割を明らかにし，相互のパートナーシップ(信頼関係に基づく「協

働」)により「災害に強い京都づくり」「安心して暮らせる住んで良かったと実感できる京都づくり」

を目指し，地域特性に配慮した防災対策を進め，市民の皆さんと共に防災環境の整備を図っていく

こととしています。

災害対策

□震災対策

平成15年に策定した「京都市第 3 次地震被害想定」

を踏まえ，大火災時に消火用水が不足する地域の解

消，避難所となる学校施設の早期耐震化，市内全学

区における自主防災組織の結成などの震災対策に取

り組んでいます。

また，災害用備蓄物資の充実，避難所運営マニュ

アルの策定，観光客等の帰宅困難者対策など，様々

な震災対策を推進しています。

□水害対策

土砂災害警戒区域等や，浸水想定区域での警戒避

難体制の整備等の水害対策を進めています。平成22

年度には改訂した防災マップを市民に提供していま

す。加えて，現在新たに土砂災害ハザードマップを

作成しています。

また，地下施設や要配慮者利用施設等に，洪水予

報等の情報伝達を行うとともに，地下施設の管理者

には避難確保浸水防止計画などを作成していただく

などの取組を行っています。

さらに，水災情報システムを整備し，雨量，河川水位等の実況を把握するとともに，浸水が発生

する時期や規模等を予測して，水害対応活動の支援を行い，また，避難が必要な地域の自主防災会，

地下施設等に迅速に情報を提供するなど，的確な水害対策を図っています。
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主
な
震
災
対
策
事
業

１ 道路，橋りょう，公園等の整備

２ 備蓄物資，備蓄拠点の整備

３ 災害情報伝達体制の整備

４ 広域避難場所，避難所等の整備，

避難所運営マニュアルの策定

５ 耐震型防火水槽等の整備

６ 観光客等の帰宅困難者対策

７ 総合防災訓練の実施

８ 公共施設の耐震診断

９ 防災知識の普及啓発

主
な
水
害
対
策
事
業

１ 気象，水位，雨量等の観測体制の整備

２ 排水機等の整備

３ 水防資器材の整備

４ 災害危険箇所の調査

５ 警戒避難体制，避難所等の整備

６ 災害情報伝達体制の整備

７ 土砂災害警戒区域，浸水想定区域等の周知

８ 防災マップの作成，配布

９ 水災情報システムの運用



□原子力災害対策

福島第一原発事故を教訓とし，万一の原子力災

害から市民の生命，身体及び財産を守るため，国

の原子力災害対策指針に基づき，平成25年 3 月に

「京都市地域防災計画 原子力災害対策編」を策定

しました。計画では，関西電力(株)大飯発電所か

ら半径32.5km圏内を含む地域を「緊急時防護措置を準備する区域 (ＵＰＺ)」と定め，同地域にお

ける情報連絡体制の整備や防災訓練を実施するとともに，市内全域を対象とする環境放射線モニタ

リングや，原子力防災に関する市民啓発などの取組を推進しています。

地震被害想定

□京都市第 3次地震被害想定の概要

地震被害想定は，地震防災対策の基礎となるもの

で，昭和60年に関東大震災を典型とする火災延焼に

よる人命被害を主とした第 1 次地震被害想定を策定

しました。更に平成 9 年には，阪神・淡路大震災の

被害実態を踏まえ，主として建物倒壊による被害を

想定した第 2 次地震被害想定を策定し，地域防災計

画の全面改訂を行いました。

一方，歴史地震のデータベース化に加え，活断層

調査や地下構造調査などにより，京都盆地の 3 次元

地下構造モデルを作成しました。

こうした地震対策調査の成果をいかして，精度の

高い地震動予測を行い，平成15年10月に「京都市第

3次地震被害想定」を策定しました。

□京都市第 3次地震被害想定の特徴

① 京都盆地 3 次元地下構造モデルに基づく精密な

地震動予測

② 活断層調査を活用した 9ケースの地震を想定

③ 建物倒壊，火災延焼，ブロック塀倒壊等による死者数の予測などの総合的な人的被害想定

④ 被害予測項目の飛躍的な拡充

⑤ 地理情報システムを活用し，行政区別，学区別のデータ等を地図情報に整理

⑥ 地震発災後の時系列によるシナリオ型の被害想定の導入

□各想定地震の被害総括表
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想定地震

内 陸 型 海 溝 型

花折断層
桃山断層〜

鹿ヶ谷断層
宇治川断層

樫原〜

水尾断層

光明寺〜

金ヶ原断層

有馬・高槻

断層系
黄檗断層

琵琶湖

西岸断層系
南海・東南海 南海トラフ※

地震規模（マグニチュード） 7.5 6.6 6.5 6.6 6.3 7.2 6.5 7.7
8.6

(モーメントマグニチュード)

9.0

(モーメントマグニチュード)

家屋被害
全 壊 (千棟) 117.8 49.1 12.1 13.5 1.8 8.3 10.8 28.7 0.3 7.6

半 壊 (千棟) 44.3 23.0 千棟 9.7 8.3 1.1 7.7 5.1 23.8 0.3 −

出 火 件 数 (件) 26〜96 16〜59 12〜44 11〜40 5〜18 9〜32 5〜17 14〜51 5〜18 −

焼 失 面 積 (km2) 0.26〜1.11 延焼火災なし〜0.68 延焼火災なし〜0.49 延焼火災なし〜0.46 延焼火災なし〜0.19 延焼火災なし〜0.32 延焼火災なし〜0.21 延焼火災なし〜0.65 延焼火災なし〜0.20 −

人的被害
死 者 (千人) 3.3〜5.4 1.5〜2.2 0.3〜0.7 0.4〜0.7 0.1 0.1 〜0.5 0.3〜0.5 0.2〜0.8 0.1 0.5

負 傷 者 (千人) 111.9〜163.4 45.2〜68.6 20.9〜32.4 22.9〜38.5 1.6〜2.9 5.0〜7.9 8.8〜14.8 32.2〜49.1 0.1 8.9

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害

水

道

断水戸数 (戸) 約 52 万 約 36 万 約 32 万 約 28 万 約 11 万 約 22 万 約 16 万 約 33 万 約 11 万 −

復旧所要日数 (日) 約 1.5ヶ月 約 1ヶ月 約 3週間 約 3週間 約 10 日間 約 2週間 約 10 日間 約 3週間 約 3週間 −

電

気

停電戸数 (戸) 約 147,000 約 21,000 約 26,200 約 20,000 約 5,700 戸 約 25,500 戸 約 6,400 戸 約 21,700 戸 約 600 戸

復旧所要日数 (日) 約 6 約 4 約 4 約 4 約 2 約 4 約 2 約 4 約 1 −

ガ

ス

供給停止取付メーター (件) 68.8 万 19.9 万 10.7 万 20.9 万 6.7 万 9.8 万 2.7 万 19.0 万 ほとんど被害無し −

復旧所要日数 (日) 約 50 約 20 約 15 約 30 約 10 約 15 約 5 約 20 − −

通

信

被災加入数 76,000 16,100 8,900 5,000 1,000 8,000 5,100 14,100 2,400 −

復旧所要日数 (日) 2 週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 2週間以内 −

橋
梁

被
害

機
能

障
害

重要路線に架かる橋梁 20 橋 12 橋 11 橋 7 橋 1 橋 6 橋 1 橋 3 橋 0 橋 −

その他の橋梁 29 橋 23 橋 19 橋 8 橋 4 橋 12 橋 2 橋 4 橋 1 橋 −

避難所への避難者数 (10 時間) 293.6 千人 156.0 千人 134.6 千人 118.2 千人 23.8 千人 110.8 千人 41.1 千人 140.7 千人 33.4 千人 −

※中央防災会議による想定

緊急時防備措置を

準備する区域(UPZ)

左京区：久多地域及び広河原地域

右京区：京北上弓削町の一部地域



総合防災訓練

防災に従事する職員と防災関係機関との連携を図るとともに，市民参加による総合的な防災訓練を

昭和62年度から各行政区の輪番制で実施しています。

更に平成12年度からは地域発災対応型の訓練に取り組み，災害対応力の向上を目指し，より実践的

な訓練を推進しています。

京都市防災水利構想

大規模な地震災害では，ライフラインが絶たれ，特に水の不足が懸念されます。「京都市防災水利構

想」は，消火用水，生活用水 (飲料水・生活雑水) 及び医療用水などの防災水利を確保することを，

目的として，平成14年 3 月に策定したものです。

海や湖を持たない京都市では，災害の発生に備え，あらゆる水利を有効に活用し，地域特性や利水

目的に応じた防災水利を確保することが必要なため，防災水利構想に関して長期的展望に立った取組

の基本方針と，防災水利整備のための多様な方策の提案などを示しています。

環境防災水利整備計画

防災水利構想を推進するため，平成16年 3 月に「京都市環境防災水利整備計画」を策定しました。

これは身近にあるあらゆる水を，平常時は市民の皆さんが水に親しむことができる環境の水として，

地震などの災害時には消火用水，生活用水(飲料水・生活雑水)及び医療用水として，利用可能な水

利整備を行うものです。

災害時協力井戸

市民の皆さんが所有されている井戸を「災害時協力井戸」として登録し，大震災などの災害時に

地域の皆さんへ井戸水を提供していただく制度を創設し，地域における生活用水などの確保を目指

しています。

平成16年度以降，多くの市民の皆さんや事業所などから，協力

の申し出があり，「災害時協力井戸」として，624件(平成28年 3

月31日現在)登録があります。御協力をいただく家庭や事業所等

には，玄関先など目の触れやすい場所に「災害時協力井戸の家」

の標識を取り付けていただくなど，これらの情報を地域に提供し

ていくこととしています。
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平成27年度京都市総合防災訓練の状況

平成27年 8 月30日に山科区一帯において実施しました。

■ 訓練想定

花折断層を震源とする直下型地震の発生

土砂災害危険の増加に伴う避難勧告の発令

累計雨量の増加に伴う山科川上流域の洪水危険

■ 参加機関等

防災関係機関・自主防災会・事業所等

108機関・団体

■ 参加人員

地域住民・事業所等約 4,000人

機関・団体約 1,000人

■ 主な訓練内容等

大規模災害対応訓練・水防訓練等 勧修寺公園

帰宅困難者対策訓練等 毘沙門堂・山科駅周辺

避難所運営訓練等 大津市藤尾小学校・陵ヶ岡小学校

土砂災害対応訓練等 山科児童館前等

福祉避難所運営訓練 勧修老人デイサービスセンター

災害ボランティアセンター運営訓練 山科青少年活動センター

帰宅支援ステーション運営訓練 ローソン山科区役所前店



京都市防災マップ

京都市では，地震による揺れや河川が氾濫したときの浸水の想定さ

れる区域，災害に関する基礎知識など災害に関する情報や，避難先や

避難方法など安全に関する情報を掲載した防災マップを作成しました。

防災マップは，消防団や自主防災会など，地域の防災リーダーへの

防災研修会等において活用し，災害発生の過程や避難時の心得など防

災の基礎知識を深めていただくことにより，地域の防災力の向上を図

り，地域の主体的な行動を支援しています。

備蓄体制

地震など大規模災害時等に，自らの身の安全は自ら守るのが防災の基本であり，平常時から災害時

に備えて，各家庭や事業所等において 3日分以上(7 日分以上が望ましい。)の食料，飲料水及び生活必

需品等の備蓄について推進しています。

一方で，大規模災害時等には，家屋の倒壊，焼失等により，多数の避難者の発生や在宅避難者の中

にも炊事ができない方の発生が想定されるほか，京都市への観光客の多くが一時避難されることも想

定されるため，平成25年度に「京都市備蓄計画」を策定し，これらの方々に対しても，今までの避難

者への備蓄に加えて災害応急救助物資(アルファ化米，飲料水，粉ミルク(アレルギー対応含む。)，毛布，

仮設トイレ等)の備蓄を図ることとしました。

平成28年 3 月末現在，市内28箇所の拠点備蓄倉庫及び市立学校の余裕教室等を活用した学校備蓄倉

庫(96箇所)に災害応急救助用物資を備蓄しているほか，観光客等帰宅困難者対策における緊急避難広

場(32箇所)及び福祉避難所(42 箇所)の協力を得て，災害応急救助用物資の備蓄を順次推進しています。

京都における災害応急救助用物資の総数 (平成28年 3 月31日現在)

食料・飲料水 生活必需品 仮設トイレ

ア
ル
フ
ァ
化
米

補

助

食

料

お

粥

粉

ミ

ル

ク

粉

ミ

ル

ク

(ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
)

飲

料

水

毛

布

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

使
い
捨
て
哺
乳
瓶

紙
お
む
つ
(大
)

紙
お
む
つ
(小
)

生

理

用

品

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

貯

留

式

マ
ン
ホ
ー
ル
利
用
型

簡
易
ト
イ
レ

凝

固

剤

食 食 食 缶(350g) 缶(800g) 本(490ml) 枚 枚 本 枚 枚 枚 巻(100m) 基 基 個 回分

拠点備蓄倉庫 145,950 15,400 2,559 143 189,312 38,818 75,900 23,000 19,008 50,128 20,480 18,890 284 657 987 90,800

学校備蓄倉庫 321,100 55,650 186,144 31,530 49,600 113,520 4,000 147 343

緊急避難広場 95,600 64,488 49,500 5,100 487 48,700

福祉避難所 6,150 650 4,056 1,940 4,992 60 15,900

合 計 473,200 111,000 56,300 2,559 143 444,000 72,288 175,000 23,000 24,000 50,128 134,000 28,050 431 1,000 1,474 155,400
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洛西総合庁舎備蓄倉庫

(拠点備蓄倉庫)

京都市災害物資搬送センター

(拠点備蓄倉庫)
災害用仮設トイレ(組立式)



京都市における災害応急救助用物資の備蓄状況 (平成28年 3 月31日現在)

拠点備蓄倉庫

行

政

区

施

設

名

称

食料・飲料水 生活必需品 仮設トイレ

ア
ル
フ
ァ
化
米

補

助

食

料

粉

ミ

ル

ク

粉

ミ

ル

ク

(ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
)

飲

料

水

毛

布

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

使
い
捨
て
哺
乳
瓶

紙
お
む
つ

(大
)

紙
お
む
つ

(小
)

生

理

用

品

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

貯

留

式

マ
ン
ホ
ー
ル
利
用
型

簡
易
ト
イ
レ

凝

固

剤

北区 北区総合庁舎 〇 〇

上
京
区

上京区総合庁舎 〇 〇

上京消防署 〇 〇 〇

左
京
区

左京区総合庁舎 〇 〇 〇 〇 〇

岩倉東公園 〇 〇 〇

東北部クリーンセンター 〇 〇 〇 〇

国立京都国際会館 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中
京
区

中京区総合庁舎 〇 〇

消防局本部庁舎 〇 〇

京都御池創生館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東山区 東山区総合庁舎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山科区 山科区総合庁舎 〇 〇 〇

下
京
区

下京区総合庁舎 〇 〇

ひと・まち交流館 京都 〇 〇

南
区

南区総合庁舎 〇 〇

京都市市民防災センター 〇

旧京都市創業支援工場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

右
京
区

右京区総合庁舎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京北合同庁舎 〇 〇 〇 〇

京都アクアリーナ 〇 〇 〇

西
京
区

西京区総合庁舎 〇 〇 〇

洛西総合庁舎 〇 〇 〇 〇

伏
見
区

伏見区総合庁舎 〇 〇 〇 〇 〇

深草総合庁舎 〇 〇 〇 〇

醍醐総合庁舎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

神川出張所 〇 〇 〇 〇

災害物資搬送センター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

物品センター 工事中のため，一時的に物資を移動中

学校備蓄倉庫

行

政

区

施

設

名

称

食料・飲料水 生活必需品 仮設トイレ

ア
ル
フ
ァ
化
米

お

粥

飲

料

水

毛

布

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

生

理

用

品

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

貯

留

式

マ
ン
ホ
ー
ル
利
用
型

北
区

待鳳小学校 〇 〇 〇

紫明小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

衣笠中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上
京
区

京極小学校 〇 〇 〇 〇 〇

正親小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

翔鸞小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上京中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北総合支援学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

左
京
区

修学院第二小学校 〇 〇 〇 〇 〇

岡崎中学校 〇 〇 〇

養徳小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩倉北小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

葵小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

近衛中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

修学院小学校 〇 〇 〇

松ヶ崎小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中
京
区

松原中学校 〇 〇 〇 〇 〇

朱雀中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北野中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中
京
区

中京中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

朱雀第六小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東
山
区

東山泉小中学校 (西学舎) 〇 〇 〇 〇 〇

新道小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

月輪小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

白河総合支援学校東山分校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山
科
区

大塚小学校 〇 〇 〇 〇 〇

大宅小学校 〇 〇 〇 〇 〇

山階小学校 〇 〇 〇

行

政

区

施

設

名

称

食料・飲料水 生活必需品 仮設トイレ

ア
ル
フ
ァ
化
米

お

粥

飲

料

水

毛

布

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

生

理

用

品

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

貯

留

式

マ
ン
ホ
ー
ル
利
用
型

山
科
区

勧修小学校 〇 〇 〇

音羽小学校 〇 〇 〇

安朱小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西野小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

花山中学校 〇 〇 〇 〇 〇

安祥寺中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山科中学校 〇 〇 〇 〇 〇

大宅中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

勧修中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東総合支援学校 〇 〇 〇 〇 〇

下
京
区

洛友中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

醒泉小学校 〇 〇 〇

西大路小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下京中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

光徳小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南
区

南大内小学校 〇 〇 〇 〇 〇

凌風小中学校 〇 〇 〇 〇 〇

大藪小学校 〇 〇 〇 〇 〇

九条弘道小学校 〇 〇 〇

祥栄小学校 〇 〇 〇

上鳥羽小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

九条塔南小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

右
京
区

安井小学校 〇 〇 〇 〇 〇

周山中学校 〇 〇 〇 〇 〇

鳴滝総合支援学校 〇 〇 〇 〇 〇

西京極中学校 〇 〇 〇

西院小学校 〇 〇 〇

御室小学校 〇 〇 〇

太秦小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

嵯峨小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

梅津小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

梅津北小学校 〇 〇 〇

嵯峨野小学校 〇 〇 〇

京北第二小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

嵐山小学校 〇 〇 〇

山ノ内小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蜂ヶ岡中学校 〇 〇 〇 〇 〇

梅津中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西
京
区

桂小学校 〇 〇 〇 〇 〇

大枝小学校 〇 〇 〇 〇 〇

嵐山東小学校 〇 〇 〇

竹の里小学校 〇 〇 〇

新林小学校 〇 〇 〇

川岡小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

境谷小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

福西小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大枝中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西総合支援学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

伏
見
区

稲荷小学校 〇 〇 〇 〇 〇

向島南小学校 〇 〇 〇 〇 〇

明親小学校 〇 〇 〇 〇 〇

呉竹総合支援学校 〇 〇 〇 〇 〇

砂川小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

向島二の丸小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

池田小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小栗栖小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

向島藤の木小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

伏見住吉小学校 〇

納所小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

桃山南小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

春日野小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

美豆小学校 〇 〇 〇

深草小学校 〇 〇 〇

桃陵中学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

桃山東小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

向島小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

石田小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大淀中学校 〇 〇 〇 〇
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緊急避難広場
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食
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ル
ミ
シ
ー
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レ
ッ
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ペ
ー
パ
ー

簡
易
ト
イ
レ

凝

固

剤

北区 大徳寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上京区 西陣織会館 〇 〇 〇 〇 〇 〇

左
京
区

慈照寺 (銀閣寺) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鞍馬寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三千院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南禅寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平安神宮 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東
山
区

清水寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

霊山観音教会 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大谷祖廟 (真宗大谷派) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

八坂神社 〇 〇 〇 〇 〇 〇

八坂女紅場学園 〇 〇 〇 〇 〇 〇

京都国立博物館 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東福寺 〇 〇 〇

智積院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三十三間堂 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山科区 毘沙門堂 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下
京
区

西日本旅客鉄道(株) 京都支社 〇 〇 〇 〇 〇

近畿日本鉄道(株) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西本願寺 (浄土真宗本願寺派) 〇 〇 〇 〇 〇

京都水族館 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東本願寺 (真宗大谷派) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南
区

東海旅客鉄道(株) 関西支社 〇 〇 〇 〇 〇 〇

東寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

右
京
区

天龍寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

清凉寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

嵯峨野観光鉄道(株) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

仁和寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

龍安寺 〇 〇 〇 〇 〇 〇

レストラン嵐山 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西京区 松尾大社 〇 〇 〇 〇 〇 〇

伏見区 伏見稲荷大社 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ 緊急避難広場

災害直後，観光客の皆様の安全を確保するため，一

時的な滞留及び災害情報の提供などを行う場所

福祉避難所

行

政

区

施

設

名

称

食料・飲料水 生活必需品 仮設トイレ

ア
ル
フ
ァ
化
米

お

粥

飲

料

水

毛

布

紙

お

む

つ

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

凝

固

剤

上京区 上京老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

左
京
区

花友しらかわ 〇 〇 〇 〇 〇

京都市飛鳥井学園 〇 〇 〇 〇

デイサービスはあとの会 〇 〇 〇 〇

茶山のさと 〇 〇 〇 〇

高野デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

北山ふれあいセンター 〇 〇 〇 〇 〇 〇

修光学園 〇 〇 〇 〇

HOLYLAND 〇 〇 〇 〇

修学院デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

フェアウインドきの 〇 〇 〇 〇

博寿園 〇 〇 〇 〇

おおはら雅の郷 〇 〇 〇 〇 〇

静原寮 〇 〇 〇 〇

しずはうす 〇 〇 〇 〇

友々苑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

テンダーハウス 〇 〇 〇 〇 〇

中京区 御池老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

東
山
区

東山老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

粟田デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

エクセレント東山 〇 〇 〇 〇

なづな学園 〇 〇 〇 〇 〇

山
科
区

山科老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

山科障害者授産所/
山科身体障害者福祉会館 〇 〇 〇 〇

やましな学園/
山科障害者デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇

京都市勧修老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇

新明塾山科教室 〇 〇 〇 〇

デイサービス小鳥のさえずりしらかば苑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

おおやけの里 〇 〇 〇 〇

特別養護老人ホームそらの木 〇 〇 〇 〇 〇

いわやの里 〇 〇 〇 〇 〇

デイサービスセンター健やか倶楽部 〇 〇 〇 〇

陽だまりクラブ共同作業所 〇 〇 〇 〇 〇

長楽園 〇 〇 〇 〇 〇 〇

アビイロードやましな 〇 〇 〇 〇 〇 〇

デイサービス喜林 〇 〇 〇 〇

デイサービスセンターことぶき 〇 〇 〇 〇 〇 〇

香東園やましな 〇 〇 〇 〇 〇

介護老人保健施設 香東園やましな 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下京区 京都市菊浜老人短期入所施設 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南区 陶化老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

伏見区 醍醐老人デイサービスセンター 〇 〇 〇 〇 〇

※ 福祉避難所

高齢者，障害のある方，妊産婦，乳幼児など，避難

所生活において何らかの特別な配慮を必要とする被災

者で，介護保険施設や医療機関等に入所・入院するに

至らない程度の方を対象とした避難所
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避難計画

災害が発生し，又は発生するおそれがある場合において，危険地域にある市民に対して避難のため

の立退きを勧告又は指示し，安全な場所に避難させるなど，人命の被害の軽減を図るため，避難計画

を定めています。

避難計画の合理的運用を図るため，市内を広域避難地域と任意避難地域とに区分するとともに，指

定緊急避難場所をあらかじめ指定しています。また，地震被害が発生した場合に，迅速な避難活動が

実施できるよう，自主防災組織等の訓練や指導を通じて，避難場所や避難方法等について周知し，避

難体制の確立を図っています。

広域避難場所

避難救助拠点

※ 京都市の詳細な防災情報等については，京都市防災危機管理情報館(京都市防災ポータルサイト)

で公開しています。
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指
定
緊
急
避
難
場
所

広域避難場所
広域避難地域内において，地震に伴う大火災等の二次災害の危険などから地域住民の生命の

安全を確保できる場所

避難救助拠点
任意避難地域内において，地震に伴う大火災等の二次災害が発生した場合，山間部，都市周

辺部の住民に対し災害情報の伝達，収集，応急救護活動などを行う場所

1 小野郷小・中学校(休校) 7 花背小中学校 13 宕陰小・中学校 19 北桑田高等学校

2 雲ヶ畑小・中学校(休校) 8 京都大原学院(大原小学校) 14 水尾小学校(休校) 20 京北第一小学校

3 中川小学校(休校) 9 鞍馬小学校 15 高雄小学校 21 周山中学校

4 京都久多いきいきセンター(元久多中) 10 静原小学校 16 旧黒田小学校 22 旧細野小学校

5 元堰源小学校 11 市原野小学校 17 京北第二小学校 23 旧宇津小学校

6 元別所小学校 12 八瀬小学校 18 京北第三小学校 計 23 箇 所

1 京都ゴルフ場舟山コース(西賀茂) 19 円山公園(将軍塚周域) 37
桂川右岸
(嵐山公園〜松尾橋〜上野橋)

55 久世橋西詰公園

2 賀茂川右岸(御薗橋より上流) 20
日吉ヶ丘高校グラウンド・東山泉小中
学校東学舎グラウンド・泉涌寺境内

38
広沢の池付近･佛教大学グラウンド･堀川高校グラ
ウンド･京都工芸繊維大学附属農場

56 宝が池公園スポーツ広場

3 大宮交通公園 21
山科中央公園・安祥寺中学校グラ
ウンド・山階小学校グラウンド

39 桂高等学校グラウンド 57 伏見北堀公園

4 賀茂川右岸(上賀茂橋〜葵橋) 22 東山高等学校総合グラウンド 40
桂川中学校グラウンド・川岡東小学
校グラウンド・牛ケ瀬公園

58 小畑川中央公園

5 金閣寺境内 23
東野公園
山科中学校グラウンド

41
京都府警察学校グラウンド
龍谷大学構内

59
境谷小学校グラウンド･洛西中学
校グラウンド・境谷公園

6 立命館大学衣笠キャンパス中央広場 24 洛東自動車教習所 42 京都教育大学附属高校 60
竹の里小学校グラウンド
大蛇ヶ池公園

7 洛星高校グラウンド 25 龍谷大学グラウンド 43 京都教育大学構内 61
桂坂小学校グラウンド・大枝中学校グラ
ウンド・国際日本文化研究センター

8 仁和寺境内 26
勧修寺公園
勧修中学校グラウンド

44 桃山御陵・伏見桃山城運動公園 62 市立芸術大学

9 京都ゴルフ場上賀茂コース 27 梅小路公園 45 伏見公園(グラウンド) 63 羽束師運動広場

10 鴨川右岸(賀茂大橋〜丸太町橋) 28
殿田公園
凌風学園グラウンド

46 下鳥羽公園 64 京都府警察自動車運転免許試験場

11 京都御苑 29 上鳥羽公園(グラウンド) 47 三栖公園 65 横大路運動公園

12
府立植物園
府立大学グラウンド

30
吉祥院公園(グラウンド)
桂川左岸久世橋上流

48
小栗栖中学校グラウンド
小栗栖小学校グラウンド

66 京都競馬場(駐車場)

13 宝が池公園 31 塔南高校グラウンド 49
栗陵中学校グラウンド
池田小学校グラウンド

67 京都薬科大学グラウンド

14 京都大学北部構内農学部グラウンド 32 陸上自衛隊桂駐とん地 50
春日丘中学校グラウンド
日野小学校グラウンド

68
聖母女学院大運動場
深草中学校グラウンド

15 鴨川左岸(賀茂大橋〜丸太町橋) 33 桂川左岸(桂大橋〜東海道線) 51 日野野外活動施設 69
光徳公園･光徳小学校グラウンド･京都産
業大学附属中学校･高等学校グラウンド

16 岡崎公園 34 西京極総合運動公園 52
向島南小学校グラウンド
宇治川公園

計 69 箇 所

17 二条城 35
西院公園・デルタ自動車四条教習所
四条中学校グラウンド

53
向島中学校グラウンド･向島二の丸
小学校グラウンド･向島中央公園

18 島津製作所三条工場北グラウンド 36 桂川左岸(松尾橋〜上野橋) 54
向島藤の木小学校グラウンド
向島東公園



− 30 −



自主防災組織
大地震や水災害などの大規模な災害が発生したとき

に，これらの災害による被害を防止し，軽減するため

には，日頃から市民一人一人が防災活動に積極的に参

加するなど，地域住民の皆さんによる組織的な防災活

動を行うことが大切です。

このため，消防局では自主防災組織の育成指導に積

極的に取り組んでいます。

京都市では，昭和34年から昭和36年頃にかけて住民

による防火の組織として，自主防火町が市内全域で結

成されました。自主防災組織は，この自主防火町制度

を火災だけでなく，地震等の災害にも対応できるよう

に発展させ，おおむね学区を単位に自主防災会を，町

内会を単位に自主防災部を結成したものです。

自主防災組織は，「自分たちのまちは自分たちで守

ろう」という精神で，より広域かつ密着した地域連帯

による防火・防災活動を行うとともに，地域のコミュ

ニティ組織，事業所の自衛消防隊，防災関係機関

と一体となった地域防災ネットワークの構築を目

指しています。

自主防災会活動
自主防災会では，各自主防災会の規約や自主防

災会で定めた防災計画に基づき，防火・防災知識

の普及啓発，地域の安全点検，防災訓練の実施な

ど，様々な活動が行われています。

自主防災上級研修・

自主防災リーダー養成研修
自主防災組織の災害対応力を強化するため，いざというと

き，町内での初動活動の中心となる人材を養成する「自主防

災リーダー養成研修」を平成10年度から平成25年度まで実施

し，延べ20,749人を養成しました。

また，自主防災組織の役員等を対象に，地域の防災活動の

指導的役割を担う人材を育成する「自主防災上級研修」を平

成24年度から平成27年度まで実施し，563人が受講しました。
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自主防災組織の設置状況 (平成28年 4 月 1 日)

区分

行政区
自主防災会数 自主防災部数

北 19 532

上 京 17 713

左 京 27 669

中 京 23 717

東 山 11 323

山 科 13 353

下 京 23 623

南 15 377

右 京 27 670

西 京 17 266

伏 見 35 1,133

計 227 6,376

自主防災上級研修実施状況

年 度 研修実施回数 受 講 人 数

平成24年度 2 156

平成25年度 2 131

平成26年度 3 138

平成27年度 2 138

計 9 563

※受講人数に再受講は含まない。

自主防災組織の育成及び市民防災指導自主防災組織の育成及び市民防災指導



自主防災組織用器材の整備
京都市では，平成 7 年 1 月17日に発生した阪神・淡路大震災を教訓として，早期に救出救護活動を

実施するには，各種防災器材の整備が必要であることから，全自主防災会に対して，救出救護器材と

それを収納する防災器材格納庫を配備しました。

事業所と地域(自主防災会)との連携
地域防災ネットワークの一つとして，事業所(企業)は，自助の観点から事業所防災を推進していく

とともに，共助の観点から地域防災活動に貢献し，周辺地域との連携強化を推進することが大切です。

このため，平成10年度から，大規模災害時における被害軽減のため，各事業所の特性をいかし，その

力を発揮していただくよう，事業所と自主防災会との連携を図る取組を推進しています。

これまで事業所と自主防災会とが応援協定を締結し，連携が図られている例としては，事業所側か

らの防災活動の応援，防災活動(救出救護，消火，給食給水)用資器材の提供，食料・飲料水の提供，

避難場所の提供などがあります。また，自主防災会側からも高齢者福祉施設の入所者に対する避難誘

導支援などの例があります。さらに，防災訓練や研修を通じて，締結内容がより実効性のあるものに

するとともに，相互の信頼関係を構築されています。
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救出救護用器材及び防災器材格納庫

事業所の井戸水を活用した消火訓練

事業所と自主防災会との連携
(平成28年 4 月 1 日)

協 力 体 制 件 数 142

参 画 事 業 所 数 189

参画自主防災会数(延べ) 170

防災器材名 配備数 防災器材名 配備数

防災器材格納庫 1 リヤカー 1

バール 8 テント 1

ジャッキ 10 はしご 1

ハンマー 4 強力ライト 4

ショベル 8 電気メガホン 1

のこぎり 8 メガホン 8

担 架 4 その他自主防災会が

選択した器材シート 2



防災行動マニュアルの策定
阪神・淡路大震災では，閉じ込めや下敷きになった多くの方々のうち，ほとんどの方が御近所の顔

見知りの人に救出され，また，地震による火災の被害を最小限にとどめたのも，日頃からの連帯が強

い地域でした。災害が起こったときに大きな力を発揮するには，家庭や地域のつながりが大切である

ことは東日本大震災でも明らかになっています。

大規模な災害時には自主防災会と自主防災部の連携した活動が重要であることから，消防局では，

自主防災会の防災計画となる防災行動マニュアルの策定を推進しています。策定後は各自主防災部で

策定されている防災計画との整合性を図るとともに，より実効性の高い内容となるよう，防災訓練等

を通じて検証，必要な見直しを行い，いざというときに自ら考え行動できる自主防災組織づくりを推

進します。

京都学生消防サポーター
｢大学のまち・京都」の特性をいかした学生による登録

制の消防サポーター制度として平成19年12月に創設しまし

た。学生に対する防火及び防災に関する知識と技能の普及

を図るとともに，大規模災害の発生時には，自主防災組織

と共に応急救護活動等を行うことを目的としています。

防火・防災指導
市民一人一人が自らの安全についての意識を持ち，火災

や地震などの災害や家庭内の事故などに対し，適切に対応

する知識や技術を身に着けていただき，災害に強いひとづ

くりを進めるため，自主防災組織，事業所，少年消防クラ

ブ，子ども会，老人クラブ，その他の各種団体等をはじめ

とした全ての市民を対象に，防火・防災指導や応急手当等

の普及啓発等を行っています。

市内各所において，あらゆる機会を通じて，消火器の取

扱いや地震の体験，講習会などを開催し，火災予防の普及

促進や災害発生時の初動活動等の指導を行っています。
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防災ワークショップ

防火・防災指導の実施状況 (平成27年度中)

区分
指導項目 実施回数 参加人員

講 習 会 781 27,180

映 画 会 28 1,480

防火・防災訓練 3,149 195,489

見学会・展示会 172 14,973

防火･防災のつどい 44 3,292

パ レ ー ド 2 302

広 報 130 −

そ の 他 359 43,995



応急手当等の普及啓発
目の前で人が倒れた場合，そこに居合わせた人がす

ぐに応急手当を始めれば，救命率は向上します。一人

でも多くの市民の皆様に応急手当の知識や技術を身に

着けていただくため，救命講習会を開催しています。

平成16年 7 月に，一般市民によるＡＥＤ(自動体外式

除細動器)の使用が認められたことから，ＡＥＤの使用

方法等を含めた「普通(上級)救命講習」や「応急手当

普及員講習」を実施しています。また，平成24年 4 月

に，小学 5・6 年生を受講対象とした「救命入門コース」を創設しました。さらに，平成26年 2 月に，

中学生・高校生を受講対象とした「ｅ-ラーニングを活用した普通救命講習」を開始しました。

本市では，平成16年度に「いざというときに応急手当のできる人づくり推進計画」を策定するとと

もに，応急手当の普及啓発を積極的に推進しており，平成28年 3 月末で救命講習修了者は46万人を超

えました。また，ＡＥＤの設置促進のための事業所間ネットワークである「安心救急ネット京都」や救

急事故発生時に通報の支援や応急手当をしていただく「安心救急ステーション」とも連携を図りながら，

応急手当の普及啓発をより一層推進します。

市民消防表彰
日頃から積極的に自主防災活動等を実践し，安全なまちづくりに貢献した市民団体及び個人の努力

をたたえ，次の区分により表彰を行っています。

◇ 自主防災会等表彰

自主防災活動等の実践について著しく努力し，功績のあった自主防災会，自主防災部等

◇ 自主防災活動推進功労者表彰

自主防災活動の推進について著しく努力された自主防災組織役員

◇ 防災功労者表彰

自主的な火災予防等の活動について著しく努力された団体及び個人

◇ 事業所表彰

自主防火管理の実践について著しく努力し，顕著な成果のあった事業所
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安心救急ステーション標章 ＡＥＤマーク

講習の実施状況 (平成27年度中)

区 分
指導項目 実施回数 受講者数

応急手当普及員講習 28 477

普 通 救 命 講 習 1,639 39,150

上 級 救 命 講 習 54 1,036

【市民消防表彰の状況】 (平成27年度中)

表彰区分 自主防災会 自主防災部 推進功労者 防災功労者 事 業 所

表彰数計 34 150 35 22 51



災害から生命や暮らしを守るためには，市民の皆さん一人一人が，普段から我が家，我がまちを災

害から守るという心構えを持ち，災害に強いまちづくり，ひとづくりに努めることが大切です。

市民防災センターは，市民の皆さんに，災害の疑似体験を通じて，防災に関する知識や技術を身に

着けていただき，防災行動力の向上を図ることを目的とした施設として，平成 7年 9 月 1 日に開館し，

平成26年 3 月には都市型水害に関する内容を充実させました。

市民防災体験の科目と内容
■ 体験プログラム

■ 自由体験コーナー

・都市型水害体験コーナー(アンダーパスの危険性)

・キッズ・ファイヤーランド

(出動!! こども消防隊，消防士に大変身!!)

・消防ヘリコプター

(シミュレーター・エアレスキューパイロット)

・住宅用火災警報器普及コーナー

(くらしの安全コーナーに併設)

・防災行動体験コーナー ・なんでも消防情報館

・通報訓練コーナー
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市 民 防 災 セ ン タ ー市 民 防 災 セ ン タ ー

映像体験室
京都の地震をはじめとした各種災害の歴

史や恐ろしさ等について紹介します。

地震体験室

震度 1 から 7 までの横揺れを体験し，

地震発生時の心構えと日頃の備えについ

て考えていただきます。

消火訓練室
モニターに火災の映像を映写し，訓練用

の消火器や屋内消火栓で消火します。

総合訓練室

物品販売店舗やホテル，共同住宅など様

々に設定できる模擬建物内で火災発生時

の，一連の行動手順について総合的に訓

練します。

強風体験室

強風発生装置により，風速32メートル

の強風下における行動の困難性を体験し，

自然災害について紹介します。

避難体験室
ホテル火災をリアルに再現し，普段経験

できない煙の中の避難行動を体験します。

都市型水害
体験コーナー
(4Dシアター迫りく
る地下街の恐怖)

4D(立体映像＋座席振動)で地下街への

浸水の恐怖を表現し，水災害が予測され

るときの行動について考えていただきま

す。

くらしの安全
コーナー
(応急手当体験)

救急訓練人形を使用して，応急手当の要

領を実習します。

市民防災センター

地震体験室

４Dシアター 迫りくる地下街の恐怖



防火・防災指導
｢防災週間」や「防災とボランティア週間」，学校等の休み期間中に，講演会や防災フェア等のイベ

ントを開催し，防火・防災思想の普及啓発を図っています。

各種講習
事業所における防火管理・防災管理に必要な知識や技能を習得していただくための講習や，応急手

当普及の一翼を担っていただく方を養成するための講習を実施しています。

● 甲種防火管理講習(新規講習・再講習)

● 乙種防火管理講習

● 防災管理講習(新規講習・再講習)

● 防火・防災管理講習(新規講習・再講習)

● 自衛消防業務講習(新規講習・再講習)

● 防火対象物点検資格者講習(本講習・再講習)

● 防災管理点検資格者講習(新規講習・再講習)

● 防火・防災管理業務受託法人等教育担当者講習

● 応急手当普及員講習(本講習・再講習)

● 普通救命講習

● 上級救命講習
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防火・防災イベント (平成27年度中)

ゴールデンウィーク防災フェスタ2015 平成27年 4 月25日〜5月 6日

災害に強いまちづくり講座(Ⅰ) 平成27年 6 月27日・7月 5日

BOSAIサマーフェスタ2015 平成27年 8 月 4 日〜8月16日

防災展／救急展(防災週間・救急医療週間) 平成27年 8 月29日〜9月13日

特別防災講演会
京都市市民防災センター開館20周年記念

京都造形芸術大学学長 尾池 和夫 氏
平成27年 9 月 5 日

BOSAIオータムフェスタ 2015 平成27年 9 月19日〜9月27日

災害に強いまちづくり講座(Ⅱ) 平成27年10月25日，平成27年11月 7 日

園児の描く消防の図画展示会 平成27年11月〜平成28年 2 月までの土・日(計 9回)

防災フェア2016(防災とボランティア週間) 平成28年 1 月14日〜1月24日

3.11きずな・京都―大震災を教訓に― 平成28年 3 月 5 日〜3月13日

特別防災講演会
京都大学防災研究所 地震予知センター教授 橋本 学 氏

平成28年 3 月31日

BOSAIスプリングフェスタ2016 平成28年 3 月23日〜4月 3日


